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抗 Rad51 抗体、ウサギ抗血清 

商品コード 70-001      70-002 

容量 50 µl        250 µl 

保存 -20℃ 凍結融解を避ける 

濃度 N/A 

バッファー 0.09% アジ化ナトリウム添加 

純度 ウサギ抗血清 

抗原 完全長ヒト Rad51 タンパク質 (バイオアカデミア 10-001 Rad51 タンパク質) 

アイソタイプ ウサギ IgG 

反応性 ヒト、マウス、ラット、ハムスター、ニワトリ、カエル 

特記事項 抗 Rad51(ヒト)抗体を用いて、DNA 損傷細胞の染色体上のフォーカス形成を観察するためのプ

ロトコール(長崎大・医 鈴木教授提供)下記に記載 

アプリケーション 

 

1. ウェスタンブロッテイング（1,000~10,000 倍希釈） 

2. 免疫沈降(100~300 倍希釈). 種々のタンパク質との相互作用や新規の結合タンパク質が同定

出来る。 

3. 免疫蛍光染色 (1/100-1/6,000 希釈) 

＊免疫組織染色には免疫原でアフィニテイ精製した抗 Rad51 抗体,ウサギポリクローナル (バイ

オアカデミア 70-012) を推奨. 

背景 ヒトの Rad51 タンパク質は大腸菌の RecA タンパク質や酵母 Rad51 タンパク質の機能的及び構

造的ホモログであって、相同的組換え及び組換え修復において中心的な役割を果たし、相同な

DNA 鎖の交換反応を促進する機能をもっている。Rad51 のパラログとして、Dmc1,Rad51B, 

Rad51C, Rad51D, XRCC2, XRCC3 が知られておりこれらは Rad51 や Rad52 と複合体を形成し

て、組換え反応に関与している。更にヒト Rad51 タンパク質は乳ガン原因タンパク質 BRACA1, 

BRACA2 や癌抑制タンパク質として有名な P53 とも結合する事が知られていて、ゲノムの情報

の安定的維持に重要な役割を果たしている。 

Data Link UniProtKB Q06609 (RAD51_HUMAN) 

関連商品 10-001 Rad51 タンパク質（ヒト）   

10-003 Rad52 タンパク質（ヒト） 

70-005 抗 Rad51 抗体、ニワトリポリクローナル(IgY) 

70-012 抗 Rad51 抗体、ウサギポリクローナル 

※本製品は研究用です。診断および軍事目的に使用することはできません。 
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画像: 70-001 抗 Rad51 抗体、ウサギ抗血清 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 抗 Rad51 抗血清を用いたウエスタ

ンブロット法による HeLa 細胞中の Rad51

タンパク質の検出 
 
レーン M：分子量マーカー (kD) 

レーン１：HeLa 細胞溶解液 

 

 
図 2  アフリカツメガエル卵抽出液中の Rad51 タ

ンパク質のウエスタンブロット法による検出 

抗体は 1/1,000 希釈で用いた。 

図 3 DNA 損傷後の Rad51 フォーカス形成の検出 

正常ヒト二倍体細胞を X 線照射後(0.5 Gly)6 時間培養し Rad51 タンパク質のフォ

ーカス形成を、抗ヒト Rad51 抗体 (×100 倍希釈)を一次抗体として、また Alexa 

594 標識ウサギ抗体 (×1000 倍希釈)を二次抗体として用いて染色し、蛍光顕微

鏡下で撮影した。(長崎大・医・鈴木啓司教授 提供) 

 

図４ DNA 損傷によって誘導される Rad51 フォーカスの検出.  

X 線照射前と照射後２時間のヒト骨肉腫細胞 U2OS 細胞の免疫

蛍光染色。抗 Rad51 抗体は 1/6,000 希釈で用いた。下のパネル

は Hoeckst 染色像。 

 

    0 Gy                2 Gy 
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抗 Rad51(ヒト)抗体を用いて、DNA 損傷細胞の染色体上のフォーカス形成を観察するためのプロトコール。(長崎大・医 

鈴木教授提供) 

 

1. ガラススリップ上で細胞を少なくとも 24 時間インキュベートする。 

2. PBS で細胞を 1 回洗浄する。 

3. 氷上で 10 分間、細胞を冷メタノールで固定する。 

4. PBS で細胞を洗浄する。 

5. 0.5% Triton X-100 で細胞を 5 分間氷上でインキュベートする。 

6. PBS で細胞を広範囲に洗浄する。 

7. TBS-DT (TBS: 20mM Tris-HCl、pH7.6、137mM NaCl、0.1% Tween-20 および 5% Skim milk 含有)で希釈した抗 Rad51

抗体(1:100)で細胞をインキュベートする。 

8. PBS で細胞を洗浄する。 

9. Alexa594 標識抗ウサギ抗体を TBS-DT で希釈(1:1000)し、細胞をインキュベートする。 

 

上記に加えて; 

1. 細胞の種類によって異なる固定法を採用しなければならない。 

2. バックグラウンドが高い場合には、異なるブロッキング試薬を試みる必要がある。 

3. DNA ダメージがない場合、Rad51 は核全体に局所的に分散しているが、Rad51 は二重ストランド DNA ブレイクまたは

停滞した複製フォークを持つ色相に焦点を当てるにつれて蓄積する。 
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